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に個々の患者さんに適したテイラーメイドな医療支援の

提供体制を整え,　地域医療機関と当院間のバリアフ

リー化を進めています。

診療面においては乳腺内分泌外科分野に新たな人材

を迎えることができ、後進の育成を含めた今後の発展を

期待しているところであります。他の診療各科においても

引き続き専門性の高い医療を提供できるように環境整

備を継続してまいります。地域災害拠点病院としても災

害派遣医療チーム（DMAT）の人員を増やし、いつ発生

するかわからない災害に対する訓練を市内の行政機関

や基幹病院と合同で開始することができました。今後も、

官民一体の協力体制を構築し地域安全への貢献を続け

てまいります。

大自然に囲まれた佐倉の地で、生命の尊厳を忘れずに

人として地域社会に貢献するため、東邦大学建学の精

神である「自然・生命・人間」を礎として、思いやりと希

望に満ちた職場を築き上げ、常に高度医療が提供できる

病院を目指します。今後とも、変わらぬご支援・ご理解

をお願い申し上げる次第です。最後になりましたが、新

年が皆様にとりましてより佳き年になるよう心より祈念い

たしまして年頭の挨拶とさせていただきます。

様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎え

のこととお慶び申し上げます。当院は近年の大き

な医療変革の中にあっても、将来にわたり高度急性期病

院として地域貢献が続けられる「タフな病院」を目指し

て教職員一丸となり、地道にそして確実に発展していくた

めに努力をしてまいります。

今年も引き続き最重要課題である医療連携強化のた

め医療連携・患者支援センターの人員を強化し、事務職

員や医師看護師だけでなく、薬剤師、栄養士、理学療法

士、メディカルソーシャルワーカーを含む多職種協働で

入院前患者支援はもとより当院での急性期治療終了後

の回復期もしくは療養病院へのスムーズな移行や、介護

施設及び在宅診療への切れ目のない展開を行えるよう
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佐倉だより

医療の目的
質の高い医療を安全に提供する病院

病診（病）連携
地域に貢献する病院

教職員のあり方
人間愛を共有する病院

職場環境
楽しく明るくチャレンジする病院

生涯教育
良き医療人を育成する病院

基 本
理 念

質の高い公正な医療が受けられます

個人の尊厳が守られます

個人のプライバシーが保障されます

必要な医療情報の説明が受けられます

セカンドオピニオンが保障されています

医療行為について自己選択ができます

患 者
の
権 利
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出生前診断：NIPTのご案内
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超音波ハンズオンセミナーを通じた地域との交流
　臨床生理機能検査部　副部長・循環器内科　講師　清水 一寛
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公開講座
　脳神経内科　教授　榊原 隆次
公開講座スケジュール
臨床病理症例検討会のご案内
第8回 医療連携学術フォーラムのお知らせ
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ご参加お待ち致しております
ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画しております。多くの市民・
医療関係者の皆様にご参加いただき、 病気の予防や早期発見、 地域医療の発展に役
立てていただければと存じます。
講演テーマなどの詳細につきましては、 院内掲示およびホームページなどでご案内致し
ます。 ご不明な点や講演テーマのご要望などございましたら、 総務課にご連絡下さい。

公開講座スケジュール
2019年　佐倉病院公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席

東邦大学医療センター佐倉病院
臨床病理症例検討会 開催予定
（場所：東棟 7 階・講堂）

開催予定日

講演予定
テーマ

担　当

第196回：1 月 21日（月）18 時 00 分～
第197回：2 月 18日（月）18 時 00 分～
第198回：3 月 28日（木）18 時 00 分～

地域の医療機関の皆様もご参加いただけます。
詳細は病院ホームページでご確認ください。
（問い合わせ先：教育支援室）

21世紀は脳の世紀ともいわれます。各種メ
ディアで「認知症」が大きく取り上げられ、
社会的な関心が高まっています。当院でも
2009 年秋、公開講座「認知症」を初めて取
り上げ、大好評を博しました。本年度、同
10 回目が10月13日に行われ、150名のご
参加をいただきました。
当院では 2007 年に脳神経内科「ものわす
れ外来」が開始され、2011 年に「認知症
さくらパス」、2013年に「認知症疾患医療
センター」指定、2016年に佐倉市「初期
集中支援」の相談依頼、2017年に「認知
症と運転」の書類依頼、2018年4月に「認
知症サポートチーム（DST）」が榊原（脳
神経内科）、桂川・加藤（メンタルヘルス
クリニック）、飯村（認知症看護認定看護
師）、鈴木（精神保健福祉士）、寺山（理
学療法士）、尾形（臨床心理士）、各病棟
の認知症リンクナースを中心に始まっていま
す。今回の公開講座は DST と関連部署が

力を合わせ、初めて実現できたものです。
榊原の司会の下、佐倉市長　蕨 和雄様の
ご挨拶を賜り、会がスタートしました。第 1

部（認知症の診断治療）では、榊原から「高
齢患者さんとは？」の講演、続いて佐倉市
志津南部地域包括支援センターの香取 美
佐子様から「認知症初期集中支援チーム員
事業」についてご紹介を頂きました。救急
車対応で参加できなかった相羽に代わり、
榊原から「内科治療」、加藤から「精神科
治療」、土井（薬剤部）から「薬剤の留意点」、
寺園（脳神経外科）から「脳外科治療」
についてそれぞれ解説がありました。第 2

部（認知症のケア）では、寺山から「コグ
ニサイズ」、飯村から、「アドバンス・ケア・（ラ
イフ）プラニング」、尾形から「患者さん
と家族の心理」についてそれぞれ説明しま
した。「認知症・高齢患者さんの自律的生
き方を支援するために、私たちにできるこ
とがある。患者さんと共に歩みましょう。」
という飯村の言葉には、心を打たれた方も
多かったのではないでしょうか。最後に、
認知症の人と家族の会　千葉県支部長　広
岡 成子様よりご挨拶を賜りました。
参加された皆様には認知症についての理解

東邦大学医療センター佐倉病院

公開講座
脳神経内科
教授

榊 原  隆 次

会場の様子

当院のDSTメンバー

を深め、日頃の疑問点を解消し、当院が実
施しているトータルケアを十分理解頂けた
ものと思います。当日のスライドとアンケー
ト集計結果が、当院のホームページにアッ
プされます。ぜひチェックしてみてはいか
がでしょうか。

2018.11.20 現在　教育支援室

整形外科
中川 晃一 他

26日土曜日

骨粗鬆症について

January1

がんと暮らし・仕事

February2
23日土曜日

13:00~15:00 13:00~15:00

産業精神保健・
職場復帰支援センター
看護部
小山 文彦 他

＜地域で考えるケアと治療＞
歩行障害

March3
23日土曜日

13:00~16:00

脳神経内科・
メンタルヘルスクリニック・
脳神経外科・
リハビリテーション部・
ソーシャルワーカー・看護部 他

April4
調整中

May5
調整中

『認知症・高齢といかに向き合うか?
 それにはアドバンス・ケア・（ライフ）
 プラニングが重要です』

開催日時：2019年 2月23日（土）   17:00～
場　　所：ウィシュトンホテル・ユーカリ

お問い合わせ先 医療連携・患者支援センター
 TEL：043-462-8811（内線 : 2497）

第 8回
医療連携学術フォーラムのお知らせ



SCU病室

整形外科 集合写真
前列左から、
高橋 宏（脊椎・脊髄外科）、中島 新（関節リウマチ、関節外科、骨粗鬆症）、
中川 晃一（膝関節外科、スポーツ医学）、園部 正人（股関節外科）、
赤津 頼一（膝関節外科、スポーツ医学）

後列左から、
戸口 　郁（整形外科一般）、秋山 友紀（整形外科一般）、
齊藤 淳哉（脊椎・脊髄外科）、山田 学（股関節外科、整形外科一般）、
柳澤 啓太（整形外科一般）

※ カッコ内は専門領域

アピールしたい 診療と研究

# 17

　東邦大学医療センター佐倉病院整形外科では、膝関
節の変性疾患およびスポーツ外傷、関節リウマチ、脊
椎疾患、一般外傷など、幅広い分野の診療を行ってい
ます。

　外来診療に関しましては、月曜日から土曜日まで、
午前中に 3～ 4 名で新規・再来患者の診察を行ってい
るほか、午後に専門外来を行っております。専門外来
は、腫瘍、膝・スポーツ、脊椎・脊髄外科、肩関節外科、
手の外科に関して行っています。

　救急診療に関しましては、地域基幹病院として救急
外傷患者さんをできるだけ受け入れるよう努めていま
す。症例数の多い大腿骨近位部骨折は、地域連携パス
を使用して、早期に回復期リハビリテーション病院へ
転院できる体制をとっています。

　手術に関しましては、膝関節疾患、スポーツ外傷、
脊椎疾患を中心に、一般外傷を含めた幅広い分野の手
術を行っています。2012 年 1 月に「運動器低侵襲治
療センター」を立ち上げて以降、膝関節鏡視下手術や
脊椎顕微鏡視下手術などの低侵襲手術が増加してお
り、できる限り患者さんの身体にとって負担の少ない
治療に努めています。膝関節鏡を使用する手術として
は、前十字靱帯・後十字靱帯再建術、半月板切除・縫
合術、滑膜切除術以外に、高位脛骨骨切り術、骨軟骨
移植術、内側膝蓋大腿靱帯再建術などを行っています。
腰椎低侵襲手術としては、顕微鏡視下片側進入両側除
圧術、低侵襲腰椎後方椎体間固定術（MIS-TLIF）など
を行っており、可能な限り傍脊柱筋への侵襲を小さく
する方法をとっております。関節リウマチの手術治療

は人工関節置換術だけでなく、関節を可能な限り温存
した関節形成術も行っています。低侵襲手術を行うこ
とにより術後の回復も早く、入院期間の短縮につな
がっています。

　学術面では、日本整形外科学会をはじめ、日本リウ
マチ学会、脊椎脊髄病学会、JOSKAS、日本関節病学
会など、数多くの学会にて発表を行い、論文も公表し
ております。アメリカリウマチ学会（ACR）、アメリ
カ手の外科学会（ASH）などの国際学会にも積極的に
発表・参加しています。また、基礎研究にも力を入れ
ています。関節軟骨再生を目的とした新しい生体材料
を用いた研究や、関節リウマチにおける骨軟骨破壊の
メカニズム、脊椎脊髄疾患におけるバイオマーカーの
確立など、臨床にフィードバックできる研究を行って
います。これらの研究を進めていくための資金獲得に
も力を注いでおり、特に文部科学省の科学研究費には
4つの課題が採択されています。

　医療連携を重視した診療を行うことで、2017 年度
の当科受診患者の紹介率は 85.9%、逆紹介率は
154.8% でした。病院と地域が一体となって診療を継
続する環境を整え、患者さんが最善の医療を適切な場
所で適切な時期に受けることができるよう、今後も努
力してまいります。今後とも、ご指導ご鞭撻のほどよ
ろしくお願い申し上げます。

にズームアップ！

教授　中 川  晃 一

整形外科
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臨床遺伝診療センター  センター長・
産婦人科　准教授

竹 下 直 樹

　NIPT（Non-invasive prenatal diagnosis：母体血中胎児
染色体検査）は妊娠中の胎児の検査（出生前診断）の１つ
であります。わが国では、臨床遺伝専門医および認定遺伝カ
ウンセラーが在籍し、母体、新生児の総合的な対応が可能な
認定施設に於いて実施されており、当院では 2016年から実施
しています。出生前診断の目的は、全ての子どもたちが十分
な福祉を受ける事が出来るよう、生まれる前に健康状態を正
確に評価し、その結果により、最適な周産期・新生児の管理
に役立てることです。
　NIPT は妊娠初期（10週以降）に採血のみで高い陽性的
中率（胎児が病気である可能性）、ほぼ 100％の陰性的中率
（胎児が病気でない）という特徴を持っています。そのため
妊娠初期から妊婦・ご家族の不安を取り除く事が可能となり
ます。しかし従来の方法とは異なり、採血のみという簡便さ
からその検査の持つ意味を十分に考えずに安易に受検する妊
婦も少なくありません。その結果、予期せぬ結果を目にした
場合に受け入れることが出来ず、大きな悩み、不安を持つこ
ともあります。また妊娠の継続についても考えねばならない
状況もあり、倫理的な配慮も必要となります。
　当院では、臨床遺伝専門医（竹下直樹）が認定遺伝カウ
ンセラー（2名）とともに、検査の特徴、得られる結果・限
界について、その後の対応について丁寧に遺伝カウンセリン
グを行っております。また NIPT 以外の出生前診断も行って
おり、遺伝カウンセリングでは出生前診断全般にわたり広く

お話ししています。臨床遺伝専門医が産婦人科医、特に周
産期専門医であるため、NIPT 受検についての相談のみでは
なく、分娩までの管理、妊娠前、妊娠中そして分娩後にお
ける、ほんの些細な不安にも対応出来ますのも特徴の 1 つで
あります。NIPT を検討されていらっしゃる妊婦・ご家族の
方は、まず当院の遺伝カウンセリングを利用し、受検を考え
て頂けましたら幸いに存じます。

NIPTのお申し込みについて
　NIPT の遺伝カウンセリングは完全予約制です。当院ホーム
ページから妊婦・ご家族の方よりお申し込みが可能です。お
申込み完了後、当院遺伝カウンセリング担当事務よりご連絡致
します。遺伝カウンセリング当日は診療情報提供書（NIPT 専
用書式）が必要となりますので、大変お手数ではありますが
ご作成の程お願い申し上げます。

スタッフ紹介
竹 下 直 樹 臨床遺伝専門医・指導医
 産婦人科専門医・指導医
 周産期専門医・指導医
 生殖医療専門医・指導医

認定遺伝カウンセラー

薄 井 梨 佐  /  荒 川 航 太

NIPT スタッフ 集合写真

出生前診断
NIPTのご案内

　　月27日、東邦大学医療センター佐倉病院において第2回
超音波ハンズオンセミナーを開催いたしました。今回の焦点は
頸動脈でした。頸動脈は体表から観察し易いことから動脈硬
化の状況を伺う生体の窓として、健康診断から生活習慣病の
管理、脳梗塞発症後の二次予防の診療に利用され、超音波検
査がその柱となっております。基調講演として当院脳神経外科
の原田雅史助教が、脳神経外科医は超音波検査所見をどう利
用しているか、実際の血管造影ではどのように描出されるか、
頸動脈ステント治療の適応と限界、そして当院で積極的に行っ
ている頸動脈内膜剥離手術の様子について講演しました。ごっ
そりと頸動脈プラークが剥離摘除される手術動画のインパクト
は強烈で、生活習慣病管理の重要性が再認識されました。　

ハンズオンセミナー
では、当院の超音
波技師（金・田端・佐々木・丹治・守永技師）が講師となり、
5 台の超音波装置を使用して参加者との交流を深めることが
できました。質問やちょっとしたテクニックの指導など、気軽
に相談できることが当院のハンズオンセミナーの特徴です。近
隣の医療機関だけでなく、千葉市、市川市、船橋市、習志野市、
八千代市、成田市、富里市、印西市、匝瑳市と佐倉市以外か
らも多くの方にご参加いただき、105名での開催となりました。
今後も東邦大学として、地域の皆様と切磋琢磨し地域医療に
貢献していきたいと存じますのでよろしくお願いいたします。
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臨床生理機能検査部　副部長・循環器内科　講師

清 水 一 寛

ハンズオンセミナーの様子

との地 域 交 流
超音波ハンズオンセミナーを通じた

地域医療の発展を目指して（年 4回発行）東邦大学佐倉だより　第43号（2019年）


